
 

 

 

 

 

 

 

 

  極点図処理におけるＤｅｆｏｃｕｓ補正の効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１８年１２月０３日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



概要 

 ＸＲＤ測定では光学系の補正としてｄｅｆｏｃｕｓ補正が行われている。 

   補正量は、測定２θ角度、受光スリット幅、Ｘ線照射幅（Schulz ｽﾘｯﾄ）、ゴニオ半径などで異なる。 

   以下にゴビオ半径１８５ｍｍのアルミニウム測定でｄｅｆｏｃｕｓ補正有り無しを比較してみます。 

   比較方法としては、ＯＤＦ解析後のＲｐ％を採用します。 

   Ｒｐ％はＯＤＦ解析後、入力極点図とＯＤＦ解析後の再計算極点図の差から計算される。 

   ＬａｂｏＴｅｘの場合、Ｒｐ％が表示される。 

   ＴｅｘＴｏｏｌｓの場合、ＯＤＦ解析で作成されるＨＯＤＦファイルに記述されている。 

   ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦではＲｐ％計算は行われていない。 

   ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ共、複数の極点図の平均値を示すが、ｄｅｆｏｃｕｓのＥｒｒｏｒを 

   表示するのは不十分で、ｄｅｆｏｃｕｓは極点図のα方向の重みで示されるので、 

   Ｒｐ％を、各極点図で、α方向のＥｒｒｏｒで示さなければｄｅｆｏｃｕｓＥｒｒｏｒは表現出来ません。 

   この表現が出来るのは、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアです。 

   前回、「ｒａｎｄｏｍ試料がない場合のｄｅｆｏｃｕｓ補正」を用いて比較してみます。 

 

前回は、ODFPoleFigure2 ソフトウエアの計算 random 補正を行い StandardODF で ODF 解析後 

Ｒｐ％が以下のように求められています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 



計算に用いたｄｅｆｏｃｕｓ曲線（＋適正 Rp%処理を行う） 

 

 

補正量 

 

 



同一極点図を計算ｄｅｆｏｃｕｓ補正(+適正 Rp%処理を含む)ありなしをＬａｂｏＴｅｘで比較してみます。 

ＬａｂｏＴｅｘによるＲｐ％比較 

 Defocus を行う。(Rp%=6.84%) 

  

 Defocus を行わない(Rp%=11.68%) 

  

 

 



ValueODF-VF で比較 

Defocus 補正を行う。(LaboTex:Rp%=6.84%) －＞ 3.3% 

  

Defocus 補正を行わない(LaboTex:Rp%=11.68%) －＞10.1% 

  

ＶａｌｕｅＯＤＦ－ＶＦのＲｐ％計算では、方位密度の小さい領域は計算に含めないため、小さめに計算される。 

ＶａｌｕｅＯＤＦ－ＶＦの説明書を参考にして下さい。（Rp%プロファイルが 0%レベルの直線部分） 

ｄｅｆｏｃｕｓの大きい極点図の外側に向け、Ｅｒｒｏｒが大きくなり、その影響で極点図全体のＥｒｒｏｒが 

増す様に見えます。 

ｄｅｆｏｃｕｓを行わないと、極点図全体が影響を受けています。 

 

 

 

 



ＯＤＦ図比較 

Defocus 補正を行う。 

 

Defocus 補正を行わない 

 

 ODF 図に似ているが、最大方位密度が異なる。 



各方位で比較 

 ValueODF-VF ソフトウエアで計算した各方位の方位密度を比較 

  

 

 大きく異なっています。 

 正しいのは、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行ったＯＤＦ図です。 

 判断は、ValueODF-VF の Rp%プロファイルと±１．５％が参考になります。 


